
三つ目は、海外駐在員として中国に
滞在した時に、私自身が自分の国日
本について、大切なことを何も知ら
ない、ということに気づかされまし
た。自国に誇りを持ち、相手の国の
ことを尊重しあいながら話し合える
ようにならなければならないと強く
思いました。日本が国際社会の中で
互いを理解しあう国際関係や多国間
協議の構築に積極的な貢献を行うた
めには、政治の役割りは大きいと考
えました。
こうした政治への思いをもち、松下
政経塾の門をたたいた次第です。
（堀添）
松下政経塾ご出身ということは、松
沢しげふみ神奈川県知事、中田ひろ
し横浜市長と同窓ですね。

（堀添）
このたび、衆議院小選挙区神奈川第
１８区（高津・宮前）で、民主党の
公認候補となられました。大森こう
じさんはサラリーマンのご出身です
ね。
（大森）
はい。大学を卒業して１０年間、建
築士として大手建設会社に勤務して
いました。在職中は建築設計はもち
ろんですが、都市計画や建設工事の
現場監督も行い、海外事業のために
中国駐在も経験致しました。
（堀添）
建設会社で働いておられて、政治の
世界に関心をもたれたきっかけは何
だったのでしょうか。
（大森）
私はドイツの中世の街ローデンブル
グを見て、このように美しい街を日
本に造りたいと思い、建築家を志し
ました。大学卒業後、建設会社に入
り、その理想を実現しようと仕事に
取り組みましたが、残念ながら現実
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（１）ほりぞえ健ニュース ２００３年９月号

大森こうじ氏、民主党公認候補に決定！
川崎市議会議員 ほりぞえ健

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（中学１年）の３人家族

民主党は、来る総選挙における神奈川１８区（高津・宮前）の公認候補として、
大森こうじ氏の擁立を決定いたしました。大森こうじ氏は松下政経塾出身であり、
松沢しげふみ神奈川県知事、中田ひろし横浜市長と共に、政治改革に全力をつくし
てこられました。松下政経塾在塾中から数々の政策提言を行ってきており、ゼネラ
ルな政策のプロとして、また政治改革を推し進める即戦力として、高い評価を受け
ています。

は私の考えと異なっていました。
その一つに、建築現場では建築家が
先生とあがめられる一方で、大工、
鳶、鉄筋工などの職人・職方は雨や
雪、台風の中で仕事にがんばっても
なかなか評価されない。また、日雇
いの土工は南千住の山谷で寂しいそ
の日暮らしをしている。私は富山県
の農家の出身ですが、汗にまみれて
作業をしている彼らがいなければ、
建築物も都市整備もできないにもか
かわらず、努力というものが正当に
評価されない国に日本はなりかけて
いるのではないか、という強い危惧
を感じました。
そして二つ目ですが、建築計画の近
隣説明会で、私は近隣市民の方々に
罵声をあびせられました。建築設計
者として、まちづくりプランナーと
して、少しでも地域環境にふさわし
い建築を創ろうと全力を注ぎました
が、デベロッパーとゼネコンの「少
しでも売り面積を増やして儲けた
い」という経済利益至上主義と、
「とにかく建物の建設は反対」とい
う近隣住民の間で、私は現在の都市
計画のあり方自体に問題があると強
く感じました。私は市民が参加し、
行政や業者とともに、皆で自分たち
の「住みやすい快適な街」をどのよ
うに創っていくかを考える協働のプ
ロセス、仕組みを日本にもつくって
いく必要があると考えました。その
ためには、全国を画一的に規制して
いる枠組みを根本から変え、地方が
主体的にまちづくり、地域経営を行
うためにも、まず何よりも地方分権
を進めなければならない、と思いま
した。

〒213-0033

川崎市高津区下作延266  エスビル4階

（溝の口駅徒歩２分 高津区役所隣り）

電話 044-855-1479 FAX 044-855-1489
http://www.horizoe.com

E-mail: horiken@horizoe.com



当然この内容が私自身の政策の柱となります。
私は、政治家はコーディネーターとして、あるいは専門
家として、政策本位に国民と議会・政府をつなぐ役割を
担うことに徹するべきだと考えています。とくに、「国
民に見える政治」のため、「市民が参加する政治」に向
け、政治の透明性と情報の開示を徹底します。私自身の
政治活動についても同様で、政治資金や活動についてす
べて報告・公開いたします。政治献金については、個人
献金のみとし、政治や団体からの献金は受けません。
日本は約７００兆円、国民一人当たり６００万円以上の
借金を抱えています。何よりも経済の立直しによって活
力を生み出す以外にないことは、誰の目にも明らかだと
思います。金融の再生、中小企業の活性化、不良債権の
処理はもちろん、規制緩和や税制改革、さらにはIT化、

ベンチャー支援を大胆に推し進めて景気を回復させます。
また、地方が主体的なまちづくり、地域経営ができるよ
う、地方分権を徹底的に進めていくとともに、市民や
NPO、企業の知恵を活用し、民間がサービスを代替し、

効率化をめざす、できることはすべて任せるような、民
力を最大限に生かす社会に変えていきます。
国内の閉塞感は将来の生活への不安が大きな原因となっ
ています。社会保障のあらたな仕組みづくりと税金使途
をきちんと吟味することが大切で、生産性の高い政治・
行政をつくらなければなりません。政策評価、費用対効
果のチェックにより政策の優先順位をつけ、無駄な公共
事業や特殊法人、外郭団体の組織や事業に対しても大胆
なメスを入れます。また、女性の社会進出支援、子育支
援、福祉・医療サービスの向上、子どもの体験学習、環
境保全、NPO支援等に重点を移していきます。とりわけ

大切な施策として、少子高齢化社会に対応した都市・住
宅のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化を進めま
す。
日米同盟は日本にとってもっとも重要な関係です。しか
し、戦争はしない、国連中心主義の基本姿勢がぶれては
いけません。日本の国益と国際社会の利益を守る、毅然
とした主張と態度の外交、危機管理の推進が重要です。
また、アジアの一員としてアジアの発展に寄与する貢献
を積極的に行うとともに、日本とアジアの歴史問題の事
実を真摯に受け、各国と調査・研究に取り組むことも必
要だと思います。
環境問題も国際的な課題です。国際的、グローバルな視
点に立ち、私たちの身近なところから取り組まなければ
ならないと思います。ゴミの減量や省エネルギーの喚起、
新エネルギーの開発、緑の保全、環境税導入等、国民。
地方自治体と連携・協力して環境保全を進めます。
日本の問題のベースには教育の問題があります。教育は
生活体験の中から学ばせることが大切です。教育を家庭
や学校にだけ任せるのではなく、地域コミュニティで社
会勉強や人間関係の勉強ができる仕組みをつくることや、
多様な学校教育を実現することも必要だと思います。
（堀添）
９月には自民党の総裁選挙が行われ、引き続き解散・総
選挙が予想される中、政治局面は急速に動きつつあるよ
うに思います。主権者である私たち国民の立場にたった
改革を徹底的に進めていくためにも、まずは政権交代を
実現し、過去の様々なしがらみから決別する必要がある
ことは、この間の小泉政権の状況をみても明らかだと思
います。
本日はお忙しい中にもかかわらず、長時間にわたり、ど
うもありがとうございました。

（２）ほりぞえ健ニュース ２００３年９月号

（大森）
はい。松沢知事や中田市長とは話し合う機会も多く、政
治改革に対する思いを共有しています。横浜市長選
挙、神奈川知事選挙では、私も全力で支援させていただ
きましたが、選挙戦を通じて、政治改革に対する市民、
県民の皆様の思いを強く感じました。
私は、政治の使命は「皆を幸せにする」ことだと思って
います。具体的な責任・役割は大きくは２つあると考え
ています。それは「指導力・リーダーシップ」と、「議
論し、報告し、納得していただくための努力」です。先
日、長崎県で本当に悲しい事件が起こりました。私は日
本社会の問題の本質、縮図がこの事件にあらわれている
と思います。私たち日本人は、この問題を他人事として
ではなく、自らの問題として捉え、こうした問題を生み
出した社会自体を変えなければいけないと思います。そ
のためには、政治家が指導者として、きちんとリーダー
シップを発揮し、国民の先頭に立って改革を進めていか
なければならないと強く考えます。
また、たとえば大手銀行に対する公的資金導入一つとっ
ても、資金投入の目的や経営責任の問題等、重要な点に
ついては説明らしい説明抜きに、膨大な税金が投入され
ました。イラク戦争や北朝鮮の問題についても同様です。
私は、政治は議会で議論し、ビジョンをきちんと国民に
説明し、主権者である国民と向き合って政策を進めてい
く政治にしなければならないと考えています。
（堀添）
大森さんは、松下政経塾時代も「ゼネラルな政策通」と
して幅広く活動や政策提言を行われていましたが、掲げ
られている政策についてお話しください。
（大森）
今度の総選挙では、政権与党の中軸である自民党と、野
党の中軸を自負する私たち民主党が、まさに政権交代を
めぐって戦う重要な選挙になると思います。私たち民主
党は、政権を獲得した場合に実現する政策課題をマニ
フェスト、政権公約の形で公表いたします。この政権公
約は今までの公約とは異なり、具体的に政策目標と期限、
そして財源を明記しますので、どういう政治を目指して
いるのかが具体的に明らかになるだけでなく、かりに実
行できなかった場合、公約違反がはっきりと示されるこ
とになります。自民党も小泉首相を中心に、政権公約が
まとめられているとのことですので、有権者にとっては、
自民党が掲げる政権公約に示された政治を選ぶのか、あ
るいは私たち民主党が掲げる政治を選ぶのか、争点が
はっきりとした選挙となります。私も民主党の一員とし
てマニフェスト、政権公約づくりに関っておりますので、

前ページからの続き



（３）ほりぞえ健ニュース ２００３年９月号

大森こうじ氏 プロフィール
○１９５７（昭和３２）年９月１０日富山県にて生誕。
○日本大学 理工学部 建築学科 卒業。
早稲田大学 社会科学部 社会科学科 卒業。
慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科修士課程
を修了。主に国際関係、安全保障、日米中関係につい
て研究。

○大学卒業後、大手建設会社に就職し、建築設計、都市
開発、海外事業、営業企画等の業務に従事。

○１９９０（平成２）年４月、(財)松下政経塾に１１期
生として入塾。住環境・都市景観やユニバーサルデザ
イン、都市のバリアフリー化、新エネルギー・省エネ
ルギー等の都市問題の研究と、スウェーデンの政治参
加、アジアの国際関係について研究。多くの政策提言
を実施。

○卒塾後、(財)地域振興研究所の研究員として地域活性
化の調査研究を行うとともに、専任講師として都市計
画やまちづくり、建築設計について後進の指導に従事。
その後、民間シンクタンクの主任研究員として地域経
営と行政活動に関するコンサルティング活動を実施。

○２００２（平成１４）年１０月の神奈川旧８区（宮前
・青葉）の補欠選 挙に立候補。多くの有権者の支持
を得るも落選。

○一級建築士。
○雑誌での連載をはじめ、執筆多数。
○妻と２男１女の５人家族。

http://www.koji-omori.com

第３回第３回 「川崎市政に参加する会」を開催しました！「川崎市政に参加する会」を開催しました！

去る７月２１日、第３回「川崎市政に参加する会」を開
催致しました。当日は猛暑の中にもかかわらず、多くの
方々にご参加いただき、ありがとうございました。３回目
は、６月定例会で全会一致で議決された「まちづくり３条
例」について報告と議論を行いました。
「まちづくり３条例」は、大規模開発・建設事業に対す

る調整について規定した「総合調整条例」、開発・建設事
業において紛争が発生した場合の調整について規定した
「紛争調整条例」、開発許可基準を条例化した「許可基準
条例」の３条例によって構成されていますが、同時に斜面
緑地の保全を目的に「緑の条例」の改正も行われ、川崎市
における開発・建設に関する総合的な条例となっています。
この条例の制定にあたっては、建設業界や住民団体等から
多くの意見・要望が寄せられ、議会における議論でも様々
な視点からチェックを行いました。条例の施行は来年１月
を予定しており、議会での議論を踏まえ、現在具体的な規
定を行う「規則」の準備が進められています。規則の骨子
がまとまった段階で、あらためて「まちづくり３条例」を
テーマに検討会を開催できればと思います。
次回は「川崎市の行財政改革」をテーマに、８月３０日

に開催いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

（詳細は裏面の案内をご参照ください。）

条例を住民が使いこなすには Ｍ.Ｋ

堀添市議から「まちづくり３条例」は使い方による両
刃の剣との指摘があり、司会者は「これら条例を、市外
の大手ゼネコン・デベロッパーが使いこなすのか／住民
が使いこなすのか？」とまとめた。責任ある主権者が登
場し、国民主権による政権選択選挙が可能となるトバ口
が開くと、法律や条例は法曹界や行政（役人）の道具で
はなく、住民・市民の自治のための道具に変わる。法律
や条例を主権者にとって解りやすく使いやすいものにす
ることを求める声も出てくる。主権者が法律や条例を使
いこなせば、行政（役人）による住民参加のお膳立ては
いらない。
私の疑問は、「まちづくり３条例」が技術的基準を規

定しているだけで、理念や川崎市基本構想（平成４年）、
都市計画プラン（平成５年、平成１１年）との関連、社

会に参加して Ｓ.Ｋ

第３回のテ－マは、『まちづくり３条例』でした。当
初、市民生活や人つくりなどソフト面も含めたものと勝
手に思っていました。市議の説明でこれは言わば、「大
工事条例」というものでした。以前、国立市での大マン
ション建設の際、住民とトラブルがありました。都立大
学跡地や溝口駅周辺でも問題化しているようです。今の
ところ我が家周辺では問題は起こっていませんが、市民
誰に起こっても不思議ではありません。もし起こった時
に、自分達の生活を守りたい思うのは当然でしょうが、
それだけでは住民エゴです。「パブリック－公」の価値
基準からも考えるべきです。（月１回のこの会は我々市
民がこの「パブリック－公」とは？を考え、手にするた
めのものです。もっと広げたら、個人の幸せと、地球益
や国益を対立するものしない社会システムとは？という
ことにもつながっていきます。）
今回のこの『まちづくり３条例』は出発点のように思

われます。市民参加が進めば、この条例も変わって行く
ことでしょう。さらにソフト面でのまちづくりも大切で
あり、市民生活の快適さだけでなく、市政への市民参加
を促進するような、まちづくりも考えていきたいと思っ
ています。

会ビジョンが見えてこないことにあった。今国会の有事
関連法案の審議で、与党の「憲法に規定が有るから」と
いう意見を抑えて、民主党が「基本的人権」を書き加え
た成果もここに通じないか。総合調整条例をはじめとす
る「まちづくり３条例」の頭に、例えば、『この条例は、
川崎市基本構想及び都市計画プランに基づいて施行され
る。』との役割・位置付けの規定があればどうだろう。
全体構想の中での位置付けが見えれば使いみちも解る。
一方では、役割・位置付けの規定は時代や人に左右され
るので、透明な両刃の剣でどう使いこなすかの方が望ま
しいとも思う。
責任ある主権者が登場し、国民主権による政権選択選

挙が可能となるトバ口が開いた現実の下で、この点につ
いての法律専門家の意見をお聞きしたい。



（４）ほりぞえ健ニュース ２００３年９月号

第４回第４回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。
一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の

あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開催しています。

皆様のご参加を心よりお願い申し上げます。

第４回 ８月３０日 高津市民館

「行財政改革プランの現状と評価（１）」

第５回 ９月２０日 高津市民館

「行財政改革プランの現状と評価（２）」

第６回１０月２５日 てくのかわさき

（未 定）

日時：２００３年８月３０日（土）
午後１時半から４時まで。

場所：高津市民館
溝の口駅前マルイファミリー１２階

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

先
月
、
津
田
山
駅
近
く
に
「
こ
ど
も
夢
パ
ー
ク
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
企

画
運
営
に
参
加
し
、
思
い
切
り
遊
ん
だ
り
活
動
し

た
り
で
き
る
舞
台
を
目
指
す
、
川
崎
市
の
青
少
年

施
設
だ
。
お
よ
そ
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内

に
、
広
場
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
に
公
募
で
集
ま
っ
た
小
中

高
生
と
大
人
で
運
営
準
備
会
が
発
足
し
、
地
域
の

人
び
と
や
諸
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
準
備
を
進

め
て
き
た
。
建
物
の
一
角
に
は
、
不
登
校
の
こ
ど

も
た
ち
な
ど
が
自
由
に
過
ご
せ
る
場
「
え
ん
」
が

設
け
ら
れ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
」
が
、
そ
の
運
営
を
委
託
さ
れ

て
い
る
。
／
今
日
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
生
き
づ
ら
い
世
の

中
だ
。
不
登
校
の
小
中
学
生
数
は
、
昨
年
度
で
約

十
三
万
人
（
文
科
省
調
査
）
。
「
た
ま
り
ば
」
の

代
表
西
野
博
之
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
た
ち
は
自
信

を
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
い
る
」
と
講
演
の
中
で
語
っ

て
い
る
。
「
『
世
間
』
『
当
た
り
前
』
『
普
通
』

と
い
う
、
だ
れ
が
決
め
た
か
分
か
ら
な
い
モ
ノ
サ

シ
で
子
ど
も
を
計
っ
て
い
る
。
子
ど
も
は
生
き
た

く
て
も
常
に
否
定
さ
れ
続
け
、
『
生
ま
れ
て
き
て

あ
り
が
と
う
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
親
、
先
生
、

友
達
か
ら
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
」
。
耳
が
痛
い
。

確
か
に
こ
ど
も
た
ち
は
皆
、
存
在
す
る
だ
け
で
十

分
な
価
値
が
あ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
様
々
な

可
能
性
が
花
開
く
よ
う
、
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
現
状
で

は
多
く
の
場
合
、
子
育
て
に
は
十
分
な
支
援
も
な

く
、
家
庭
内
だ
け
の
問
題
と
さ
れ
が
ち
だ
。
／
経

済
的
不
安
が
高
ま
る
な
か
、
「
自
己
責
任
」
だ
け

が
強
調
さ
れ
る
世
の
中
で
は
、
ど
う
し
て
も
私
た

ち
親
は
「
『
競
争
』
の
中
で
落
ち
こ
ぼ
れ
な
い
よ

う
に
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
身
に
つ
け
さ
せ
な
け
れ

ば
」
と
こ
ど
も
た
ち
を
追
い
立
て
る
。
一
方
こ
ど

も
た
ち
は
、
自
分
が
し
た
い
か
ど
う
か
よ
り
、
親

の
「
期
待
」
に
応
え
よ
う
と
無
理
を
し
、
沿
え
な

い
と
自
分
が
悪
い
の
だ
と
思
い
込
む
。
／
総
事
業

費
百
十
億
円
と
い
う
巨
費
を
投
じ
て
、
「
夢
パ
ー

ク
」
と
い
う
器
が
で
き
た
。
こ
ど
も
の
主
体
性
を

尊
重
し
な
が
ら
も
、
そ
の
器
を
生
か
す
責
任
は
私

た
ち
大
人
に
あ
る
。
子
育
て
を
、
個
人
的
な
も
の

か
ら
社
会
的
な
も
の
へ
。
そ
う
し
た
流
れ
を
進
め

る
一
つ
の
道
具
と
し
て
、
こ
の
施
設
が
活
用
で
き

る
と
い
い
。
す
で
に
そ
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る

地
域
の
人
び
と
の
輪
の
な
か
に
、
私
た
ち
も
加
わ

り
た
い
と
思
う
。

（
事
務
局
ゆ
）

政治資金ご寄付のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９
銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４

地元から日本改革を実現するために、皆様の温かい
ご支援をお願い申し上げます。

新事務所のご案内新事務所のご案内
新しく事務所を開設致しました。溝の口駅
徒歩２分、高津区役所隣りのビルです。
ぜひお気軽にお立ち寄りください。

〒２１３－００３３

川崎市高津区下作延２６６番地

エスビル４階

電 話：０４４－８５５－１４７９

ＦＡＸ：０４４－８５５－１４８９

電子メール：horiken@horizoe.com

Ｗｅｂ：http://www.horizoe.com

国道２４６方面

東急 南口

ＪＲ 南口


